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SBA (持続可能建築
アライアンス)
主な問題の共通評価指標
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業務の環境性能を実証するため
に使用できる格付け方法に対す
る欲求が益々大きくなっている。

個人的な炭素測定手法から市全
体の持続性評価や基準まで、より
良い格付け方法を開発しようとい
う機運がある。
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世界中に様々な評価制度が共存している。が、核となる原則や比較できる
格付け制度なしには、建築関係者（ステークホルダー）にとっては、混乱す
る元となりかねない。

フランス建築技術科学センター
日仏会議2008年11月17日&18日

SBアライアンス
－研究型評価志向組織

4/24

しかしながら、現在市場で使用されている建築環境
評価制度は、複数国を通じて利用されることを企図
していないし、「地元」色の濃い特徴を有することが
多い。そのため、制度間の比較が簡単にはできな
い理由説明にもなる。
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計画推進者すべてが共通の最低限の基
準策定に向かって協働を開始するのが
SBアライアンスの希望です。

共通の最低限の基準や共通の全計画に
対する指標を設定すると、整合性を確保
し、二重認証に向かって動きだすことにも
なり得る。



4

フランス建築技術科学センター
日仏会議2008年11月17日&18日

SBアライアンス
－研究型評価志向組織

7/24

二重または複数の認証ができると多
国籍企業が海外で占有する建築物
で拠点とする国々で各自の建築物
の環境性能を示し、比較することが
できるようになる。
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評価方法は、中核となる原則や共通する指標を使って、
まとめねばならない。

国際化：独自のグローバルシステム
ではなく、方法は、互換性があり、比
較可能なものとする。一定の核とな
る原則に基づいたものとする。

いろいろな規模について対応すべきである（建
築物から、近隣、市町村及び領土まで）。たとえ
ば、病院、ショッピングモール、学校といった
様々な種類の建築物を対象とする。
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SBアライアンスモデルは、グローバル

の重要な持続性問題、特に気候変動に
関するすべての建築物・工事の関係者
（ステークホルダー）に対して共通のプ
ラットフォームを提供することにより、こ
れらの比較を可能にする。
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制定 促進

研究のコーディネーション
と共有

あらゆる建築性能システムの
対象とすべき問題や評価指標

の共通の核を制定

その核の基づいてはいるが、ローカ

ル色に合わせた建築評価システムの
重要性を促進

コーディネーション
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SBアライアンスは、研究の視点から評価ツールに注目し、こ

れらのまとまりに注目するのであって、マーケティング・組織
的なものではなく、業界戦略でもLCA手法促進だけのため

でもない。



7

フランス建築技術科学センター
日仏会議2008年11月17日&18日

SBアライアンス
－研究型評価志向組織

13/24

発表
4月28日
在パリ
英国

大使館

連結

導入
2008年11月

WG1～4

WG#1
設立

趣意書

WG#2
ウエブサイト

会員
2008年7月

SB核心
概要

レポート

WG#3
工事

レビュー
WG#1&2

2008年9月

メルボルンSB
08年9月22日

資金調達
キャンペーン
2008年10月

SBコアシステ
ムVer.0.1

2009年3月

完全に稼働
可能な構造

その他の
研究活動

コンセンサス
6月17日

シュトゥットガルト
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WG SBコアシステム

リーダー 技術的支援 目的 メンバー

Clare Lowe (BRE)
Nils Larsson

(iiSBE)
SBコアシステムの定義付け

Andrea Moro, Jiri Sobola,
Thierry Braine Bonnaire,

Jean robert Mazaud, Anna
Surgeno, Eva Schmincke,

jan zak, Petr Hayek,
Sylviane Nibel,Stella Kyvelou,

Ana cunha, Peter graham,
Peter Boswell, Per Hovde
Pekka Huovila,Sung Woo
Shin, Julien Daclin, Italo
Meroni, Roberto Lonllini.
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理事会

技術室

Working
Group（実動
グループ）

総会

事務局
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理事会
事務局
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設立趣意書
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制定
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会員（プロジェクト）
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http://www.sballiance.org/

ウエブサイト
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パートナー
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コミュニケーション
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作業中：
WG SBアライアンスコアシステム
UNEP / SBCI & UNEP /FI：ベンチマーク
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ご清聴ありがとうございました。
www.sballiance.org


